
目指す将来像／やすらぎとふれあいに満ちた“ほっと”なまち 2009.11.1No.89

SHIBUKAWA PUBLIC RELATIONS

広
報

11月と12月は特別滞納整理期間 ............... ２
女性のための人間関係講座 ....................... ２
国民年金からのお知らせ .......................... ４
統計グラフコンクール、ポスター・作文入賞者 ... ６



2

11
・
12
月
は
市
税
の
特
別
滞
納
整
理
期
間

市
職
員
が
市
税
な
ど
の
未
納
者
宅
を

戸
別
に
訪
問
し
ま
す

　

税
は
、
私
た
ち
が
安
心
し
て
健
康
な
暮
ら
し
を
送
る
た
め
に
、

重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。
道
路
や
橋
の
整
備
、
教
育
や
福

祉
事
業
の
充
実
な
ど
、
豊
か
な
ま
ち
づ
く
り
を
支
え
る
た
め
の
大

切
な
財
源
で
す
。
市
で
は
、
滞
納
額
の
縮
小
と
収
納
率
向
上
を
目

指
し
、
11
月
と
12
月
の
２
カ
月
間
を
特
別
滞
納
整
理
期
間
と
し
て

市
役
所
全
体
で
取
り
組
み
ま
す
。

　

市
税
や
国
民
健
康
保
険
税
な
ど
を

納
期
限
が
過
ぎ
て
も
納
め
な
い
人
に

は
、督
促
状
や
催
告
書
を
送
付
し
て
、

自
主
的
な
納
付
を
促
し
て
い
ま
す
。

そ
れ
で
も
納
付
が
済
ん
で
い
な
い
人

に
対
し
て
は
、
11
月
と
12
月
の
２
カ

月
間
に
わ
た
り
、
特
別
滞
納
整
理
員

(

市
職
員)

が
直
接
お
宅
を
訪
問
し
、

●
延
滞
金
の
加
算

　

期
限
内
納
税
者
と
の
負
担
の
公
平

や
期
限
内
納
税
の
促
進
の
た
め
、
納

期
限
の
翌
日
か
ら
納
付
の
日
ま
で
の

日
数
に
応
じ
て
、
年
14
・
６
㌫(

１

カ
月
を
経
過
す
る
ま
で
の
間
は
、
年

未
納
と
な
っ
て
い
る
市
税
な
ど
を
徴

収
い
た
し
ま
す
。

　

こ
の
講
座
は
、「
女
性
」
が
歴
史
の
中

で
ど
の
よ
う
な
道
を
た
ど
り
、
現
代
の

女
性
観
に
つ
な
が
っ
て
き
た
か
を
学
び

ま
す
。「
女
性
」
に
つ
い
て
感
じ
る
日

常
の
中
の
疑
問
点
を
ひ
も
と
く
き
っ
か

け
と
な
り
ま
す
。

と
き　

11
月
12
日
㈭
、
11
月
20
日
㈮
〜

12
月
11
日
㈮
の
毎
週
金
曜
日
午
後
７
時

〜
８
時
30
分(

計
５
回)　
　

と
こ
ろ　

市
役
所
第
二
庁
舎
２
０
７
会

議
室　

テ
ー
マ　

今
あ
る
「
あ
な
た
」
を
ひ
も

と
く

講
師　

前
田
由
美
子
さ
ん(

共
愛
学
園

前
橋
国
際
大
学
地
域
共
生
研
究
セ
ン
タ

ー
研
究
員
）　

対
象
者　

市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の

女
性　

市
税
な
ど
を
滞
納
す
る
と

市
職
員
が
戸
別
訪
問
を
実
施

差押えなどの実施状況

財産の種類
平成20年度 平成21年度(９月末現在) 合計

差押え
(件)

換価による税収
(万円)

差押え
(件)

換価による税収
(万円)

差押え
(件)

換価による税収
(万円)

不動産 25 282 73 0 98 282 

債
権

預貯金 1,001 5,358 235 1,850 1,236 7,208 
出資金 41 39 13 53 54 92 
所得税還付金 220 498 50 610 270 1,108 
生命保険 49 497 46 211 95 708 
その他 19 264 14 176 33 440 

動産(自動車など) 3 0 0 0 3 0 
計 1,358 6,938 431 2,900 1,789 9,838 

(別表)

講 紹座 介
女
性
の
た
め
の
人
間
関
係
講
座

現
代
の
女
性
観
を
ひ
も
と
く

↖
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１
年
以
上
滞
納
す
る
と
、
介
護
サ

ー
ビ
ス
を
利
用
し
た
際
に
支
払
う
利

用
料
が
一
時
全
額
自
己
負
担
に
な
り

ま
す
。２
年
以
上
続
い
た
場
合
に
は
、

さ
か
の
ぼ
っ
て
保
険
料
を
納
め
る
こ

と
が
で
き
な
く
な
り
、
介
護
サ
ー
ビ

ス
利
用
料
の
自
己
負
担
が
１
割
か
ら

３
割
へ
と
引
き
上
げ
ら
れ
ま
す
。

　

災
害
や
盗
難
、
本
人
や
家
族
の
病

気
、
事
業
の
廃
止
や
休
止
な
ど
の
事

情
に
よ
り
、
納
期
ご
と
の
納
付
が
ど

う
し
て
も
困
難
な
人
に
つ
い
て
は
、

相
談
に
応
じ
ま
す
。
詳
し
く
は
、
納

税
課(

☎
㉒
２
３
９
０)

へ
連
絡
し

て
く
だ
さ
い
。

４
・
５
㌫)

の
割
合
で
延
滞
金
が
加

算
さ
れ
ま
す
。

●
差
押
え
の
実
施

　

市
で
は
、
納
税
に
つ
い
て
理
解
が

得
ら
れ
な
い
人
や
意
図
的
に
納
税
し

な
い
人
な
ど
、
納
付
に
誠
意
の
な
い

滞
納
者
な
ど
に
対
し
、
法
に
基
づ
く

財
産
調
査
の
う
え
滞
納
処
分
に
よ
る

差
押
え
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
に
よ
り
、
再
三
の
催
告
に
も

か
か
わ
ら
ず
滞
納
が
続
い
た
場
合
に
、

滞
納
者
の
財
産(

不
動
産
、
預
貯
金
、

給
与
、
車
両
、
動
産
な
ど)

を
差
押

え
ま
す
。

　

な
お
、
平
成
20
、
21
年
度(

９
月

末
現
在)

の
差
押
え
実
績
は
、
別
表

の
と
お
り
で
す
。

　

さ
ら
に
、
国
民
健
康
保
険
税
や
介

護
保
険
料
を
滞
納
す
る
と
、
次
の
よ

う
な
措
置
が
講
じ
ら
れ
ま
す
。

　

保
険
証
の
有
効
期
間
が
短
く
な
る

「
短
期
保
険
証
」
や
、
病
院
な
ど
の

窓
口
で
医
療
費
の
全
額
を
一
時
負
担

す
る
「
国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
資

格
証
明
書
」
が
保
険
証
の
代
わ
り
に

発
行
さ
れ
ま
す
。

　

市
国
際
交
流
協
会
で
は
、
諸
外
国
の

文
化
へ
の
理
解
を
深
め
る
事
な
ど
を
目

的
に
、国
際
理
解
講
座
を
実
施
し
ま
す
。

今
回
は
、
ハ
ワ
イ
に
関
す
る
講
座
、
ハ

ワ
イ
文
化
に
親
し
む
「
み
ん
な
が
好
き

な
ハ
ワ
イ
を
知
ろ
う
！
」
で
す
。

と
き　

11
月
28
日
㈯
午
後
２
時
〜
４
時

(

終
了
予
定
）

と
こ
ろ　

渋
川
公
民
館
講
堂(

第
二
庁

舎)内
容　

ハ
ワ
イ
の
歴
史
、
文
化
、
生
活

習
慣
の
話
や
ハ
ワ
イ
語
、
フ
ラ
の
ス
テ

ッ
プ
を
紹
介
し
実
践
し
ま
す

講
師　

寺
尾
ト
リ
シ
ャ
さ
ん(

市
内
在

住)　
定
員　

30
人　

参
加
料　

無
料　

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

電
話
で
市
国

際
交
流
協
会
事
務
局(

企
画
課
内
・
☎

㉒
２
３
９
６)

へ　

申
込
期
間  

11
月
６
日
㈮
〜
11
月
20
日

㈮ 定
員　

20
人(

先
着
順
）

参
加
料　

無
料

申
込
方
法　

電
話
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
ま
た

は
Ｅイ
ー

メ
ー
ル
で
市
民
生
活
課(

☎
㉒
２

２
１
０
・

㉒
２
１
３
２
・

sh
im
in

s
e
ik
a
ts
u
@
c
ity
.s
h
ib
u
k
a
w
a
.

gu
n
m
a.jp
)

へ　

申
込
開
始
日　

11
月
２
日
㈪　

そ
の
他　

託
児
を
希
望
す
る
人
は
、
事

前
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い

国
民
健
康
保
険
税
を
滞
納
す
る
と

介
護
保
険
料
の
滞
納
が
続
く
と

納
税
に
つ
い
て
お
困
り
の
人
は

納
期
の
過
ぎ
た
市
税
な
ど
の
納
付
は
お
早
め
に
!!

窓口延長のお知らせ

金曜日は午後７時まで
納付できます

　本庁納税課では、毎週金曜日
(祝日の場合は、その前日)およ
び毎月末の平日５日間は、午後７
時まで、また、毎月最終日曜日は、
午前９時から午後５時まで納付や
相談を受け付けています。
　なお、金曜日の延長窓口以外は、
正面玄関は閉まっています。本庁
舎北側の通用口を利用してくださ
い(各総合支所では受け付けてい
ません）。

第
26
回
国
際
理
解
講
座

テ
ー
マ
に
ハ
ワ
イ

↖
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「
扶
養
親
族
等
申
告
書
」
は
期
限
ま
で
に
提
出
を

65
歳
以
上
で
１
５
８
万
円
以
上
の
年
金
受
給
者
な
ど
が
該
当

「
扶
養
親
族
等
申
告
書
」
を
10
月
下

旬
か
ら
郵
送
開
始

　

老
齢
年
金
は
、「
雑
所
得
」
と
し
て

所
得
税
課
税
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

支
払
わ
れ
る
年
金
か
ら
各
種
の
控
除

を
行
い
、
残
り
の
額
に
所
得
税
が
課

さ
れ
る
仕
組
み
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

各
種
の
控
除
な
ど
を
受
け
る
場
合

は
、
10
月
下
旬
か
ら
11
月
上
旬
に
か

け
て
社
会
保
険
業
務
セ
ン
タ
ー
か
ら

送
付
さ
れ
る
「
扶
養
親
族
等
申
告
書
」

に
、
必
要
事
項
を
記
入
し
て
、
忘
れ

ず
に
期
限
ま
で
に
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。
提
出
が
な
い
場
合
は
、
扶
養
控

除
な
ど
の
控
除
が
受
け
ら
れ
ず
、
税

金
が
多
く
徴
収
さ
れ
て
し
ま
う
場
合

が
あ
り
ま
す
。
忘
れ
ず
に
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。　

　

な
お
、「
扶
養
親
族
等
申
告
書
」
が

送
付
さ
れ
る
老
齢
年
金
受
給
者
は
、

次
に
該
当
す
る
人
で
す
。

①
65
歳
以
上
で
１
５
８
万
円
以
上
の

年
金
を
受
け
て
い
る
人

②
65
歳
未
満
で
１
０
８
万
円
以
上
の

年
金
を
受
け
て
い
る
人

　

な
お
、
障
害
年
金
や
遺
族
年
金
に

は
税
金
が
か
か
り
ま
せ
ん
の
で
、
こ

れ
ら
を
受
給
し
て
い
る
人
に
は
「
扶

養
親
族
等
申
告
書
」
は
送
付
さ
れ
ま

せ
ん
。

　

詳
し
く
は
、
ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル

(

☎
０
５
７
０
―
０
５
―
１
１
６
５
）

へ
。

確
定
申
告
な
ど
に
は
「
社
会
保
険
料

控
除
証
明
書
」
が
必
要
で
す

　

本
年
１
月
〜
12
月
ま
で
に
納
め
た

国
民
年
金
保
険
料
は
、
そ
の
全
額
が

社
会
保
険
料
控
除
の
対
象
に
な
り
ま

す
。
平
成
21
年
中
の
所
得
の
申
告
に

つ
い
て
、
国
民
年
金
保
険
料
を
社
会

保
険
料
控
除
と
し
て
申
告
す
る
際
に

は
、
国
民
年
金
保
険
料
を
納
付
し
た

旨
を
証
明
す
る
書
類
の
添
付
な
ど
が

義
務
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
国
民
年
金
保
険
料
の

納
付
額
を
証
明
し
た
「
社
会
保
険
料

(

国
民
年
金
保
険
料)

控
除
証
明
書
」

が
は
が
き
で
社
会
保
険
庁
か
ら
送
ら

れ
ま
す
。
年
末
調
整
や
確
定
申
告
の

手
続
き
の
際
に
は
、
こ
の
控
除
証
明

書
ま
た
は
国
民
年
金
保
険
料
の
領
収

証
書
が
必
要
で
す
。
申
告
を
す
る
ま

で
大
切
に
保
管
し
て
く
だ
さ
い
。

　

詳
し
く
は
、
渋
川
社
会
保
険
事
務

所(
☎
㉒
１
６
０
７)

へ
。

(

保
険
年
金
課)

国民年金からのお知らせ国民年金からのお知らせ

　

平
成
21
年
10
月
か
ら
、
社
会
保
険
事
務
所
か
ら
の
委
託
を
う
け

た
民
間
会
社
の
㈱
オ
リ
エ
ン
ト
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
が
、
未
納
と

な
っ
て
い
る
国
民
年
金
保
険
料
収
納
業
務
の
一
部
を
行
っ
て
い
ま

す
。
国
民
年
金
保
険
料
を
納
め
忘
れ
た
人
の
自
宅
へ
の
戸
別
訪
問

や
電
話
に
よ
る
案
内
な
ど
を
委
託
会
社
の
職
員
が
行
う
場
合
が
あ

り
ま
す
。

　

な
お
、
Ａ
エ
ー
テ
ィ
ー
エ
ム

Ｔ
Ｍ
の
操
作
な
ど
に
よ
る
保
険
料
の
納
付
は
一
切
行

っ
て
い
ま
せ
ん
。
振
り
込
め
詐
欺
に
は
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。
詳

し
く
は
、
渋
川
社
会
保
険
事
務
所
へ
。

保
険
料
の
収
納
業
務
が

民
間
会
社
に
委
託
さ
れ
ま
し
た

ることが重要です。周りの人たちが気づくこ
と、知らせることで子どもを救えます。あな
たの行動が、子どもを虐待から守るネットワ
ークの第一歩になります。
　児童虐待は、子どもに対する重大な権利侵
害です。子どもの叫び声、不自然な泣き声が
聞こえるなど、あなたの周りに「虐待を受け
ているのでは？」と疑いのある子どもがいた
ら、迷わず通報しましょう。
　詳しくは、こども課(☎㉒2415)へ。

児童虐待に関する連絡先
相談機関名 電話番号 備　　　考

家庭児童相談室
（市こども課内） 22-3443 月～金曜日

午前８時30分
～午後５時15分

(祝日・年末年始を除く)
渋川保健福祉事務所 22-4166
県中央児童相談所 027-261-1000

こどもホットライン24

フリーダイヤル
0120-783-884

24時間対応
携帯電話から
027-263-1100

渋川警察署 23-0110
緊急を要する場合は
電話番号　110こどもの悩み110番

（渋川警察署内） 24-8911

(別表)
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11
月
23
日
午
後
１
時
か
ら
市
民
会
館
で
開
催

功
労
者
表
彰
や
海
老
名
香
葉
子
さ
ん
の
講
演
会

○
第
１
部
「
公
民
館
大
会
」

時
間　

午
後
１
時
か
ら

内
容　

式
典
・
功
労
者
表
彰
、
公
民

館
紹
介
、
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン(

上
州

小
野
上
温
泉
太
鼓
保
存
会
の
演
奏)

○
第
２
部
「
市
民
教
養
講
座
」

時
間　

午
後
２
時
30
分
か
ら

演
題　
「
の
り
越
え
て　

の
り
越
え

て　

い
ま
」

講
師　

海
老
名
香
葉
子
さ
ん(

エ
ッ

セ
イ
ス
ト)

入
場
料　

無
料(
入
場
整
理
券
が
必

要
で
す
）

入
場
整
理
券
配
布
期
間  

11
月
６
日

㈮
〜
20
日
㈮

入
場
整
理
券
配
布
場
所　

各
地
区
公

民
館
、
市
民
課
案
内
、
各
総
合
支
所

市
民
福
祉
課
、
市
民
会
館　

※
各
施
設
の
閉
庁
、休
館
日
は
除
く
。

　

詳
し
く
は
、
中
央
公
民
館(

☎
㉒

４
３
２
１)

へ
。

国民年金からのお知らせ公民館大会・市民教養講座公民館大会・市民教養講座

　社会保険庁は、国民の信頼
にこたえ、一層のサービス向
上の実現を目指し、組織・人
員を一新し、「日

にっ

本
ぽん

年金機構」
として生まれ変わります。
　なお、現在の社会保険事務
所は、「年金事務所」と名称が
変わりますが、業務や所在地
などに変更はありません。
　また、社会保険庁などの名
義で通知されていた通知など
は、内容により、今後は厚生
労働省または日本年金機構の
名義で通知されます。
　詳しくは、群馬社会保険局
（☎027-254-3211)へ。

「日本年金機構」が22年
１月１日からスタート

社会保険庁

平成22年１月１日

公
的
年
金
の

財
政
責
任
・
運
営
責
任

公
的
年
金
の
運
営
業
務

厚
生
労
働
省

日
本
年
金
機
構

廃止

市
長
へ
の
投
書
「
ぱ
ら
ぼ
ら
」

市民市市民民民ののの声声声声
Voice

　現在、市では、「金島
ふれあい公園」と「新
町せせらぎ公園」に健
康遊具を設置していま
す。また、今年度、駅
前児童公園のリニュー
アルに併せて、健康遊
具の設置を計画してい
ます。今後は、各公園
の遊具の更新に併せて、
健康遊具の設置を検討
したいと考えています。
　※健康遊具とは、散
歩の途中などに、誰も
が気軽にストレッチを
したり、体のツボを刺
激したり、筋肉を鍛え
るなど、日常生活での
健康づくりを主な利用
目的とした遊具のこと
です。

　

昨
今
の
健
康
志
向
ブ
ー
ム
や
加
速
す
る
高
齢
化
社
会
を
背
景
に
、
公

園
な
ど
に
高
齢
者
が
、
い
つ
で
も
簡
単
に
利
用
で
き
る
、
健
康
遊
具
の

設
置
を
し
て
い
た
だ
け
な
い
で
し
ょ
う
か
。

公
園
な
ど
に
健
康
遊
具
の
設
置
を
し
て
い
た
だ
き
た
い

11月は児童虐待防止推進月間

　11月は「児童虐待防止推進月間」です。
この期間中に、子どもの虐待防止のシンボル
であるオレンジリボンを使い、全国で虐待防
止の大切さを呼びかけています。
　児童虐待を防止するためには、虐待を早期
に発見し、その家族に対して適切な支援をす

守ろうよ未来を
見つめる小さなひとみ
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でとう―――――

クール入賞者を紹介

　

統
計
グ
ラ
フ
コ
ン
ク
ー
ル
は
、
皆
さ
ん
に

統
計
を
身
近
に
感
じ
て
も
ら
う
と
と
も
に
、

表
現
技
術
の
向
上
を
目
的
に
実
施
し
て
い
ま

す
。

　

市
内
の
小
・
中
学
生
３
０
２
人
か
ら
１
２

６
点
の
応
募
が
あ
り
、
審
査
の
結
果
次
の
皆

さ
ん
が
入
選
し
、
県
の
コ
ン
ク
ー
ル
に
出
品

さ
れ
ま
し
た
。

　

な
お
、
入
選
作
品
は
、
11
月
26
日
㈭
〜
12

月
１
日
㈫
ま
で
市
役
所
本
庁
舎
市
民
ホ
ー
ル

で
展
示
さ
れ
ま
す
。

◆
部
門
別
入
選
者(

敬
称
略)

【
第
１
部(

小
学
１
・
２
年
生)

】

▽
最
優
秀
賞
＝
田
中
優
希
奈(

古
巻
小
２
年)

▽
優
秀
賞
＝
新
井
寧ね

ね々

・
星
野
天あ
ま

音ね(

同
２

年)　

▽
佳
作
＝
石
倉
太
陽
・
奥
田
大ひ
ろ

翔と

・
齊

藤
遥
・
馬
場
菜
々
美(

渋
川
南
小
１
年)

、
土

橋
奈
穂
・
深
江
和わ

奏か
な(

古
巻
小
２
年)

、
小

原
永え
い

暉き(

同
１
年)

【
第
２
部(

小
学
３
・
４
年
生)

】

▽
最
優
秀
賞
＝
小
菅
く
る
み(

渋
川
南
小
４

年)　

▽
優
秀
賞
＝
加
藤
竣
也
・
萩
原
彪ひ
ゅ
う
が武 

(

古
巻
小
３
年)　

▽
佳
作
＝
狩
野
泰た
い

斗と

・
諸

田
天て
ん

我が

・
山
川
智
也(

渋
川
北
小
４
年)

、
上

原
未み

夢ゆ

・
羽
鳥
有
紀(

古
巻
小
４
年)

、
小
淵

竜た
つ

輝き

・
塩
浦
凌り
ょ
う
ま万
・
末
藤
啓た
か

彦ひ
こ(

中
郷
小
４

年)

、
石
岡
夢ゆ
め

花か(

同
３
年
）

【
第
３
部(

小
学
５
・
６
年
生)

】

▽
最
優
秀
賞
＝
丸
橋
史
歩(

古
巻
小
５
年)

▽
優
秀
賞
＝
池
田
綾あ
や

華か

・
狩
野
有
紀
・
田
中

く
る
み(

橘
北
小
６
年)　

▽
佳
作
＝
小
菅
ひ

な
た
・
曽
根
ゆ
う
か
・
髙
津
咲さ

紀き

・
林
穂ほ

乃の

佳か(

渋
川
南
小
６
年)

、
諸
田
有
美
香(

刀
川

小
６
年)

・
女
屋
祐
奈(

同
５
年)

、
星
野
明あ
か

梨り(

橘
北
小
６
年)

【
第
４
部(

中
学
生)

】

▽
最
優
秀
賞
＝
生
方
美
穂
・
梅
田
里
穂
・
新

藤
仁に

奈な(

子
持
中
２
年)　

▽
優
秀
賞
＝
松
本

真
穂(
古
巻
中
２
年)　

▽
佳
作
＝
金
井
彩
・

狩
野
美
樹
・
高
橋
紗さ

嬉き(

同
１
年)

、
浅
田

奈な

津つ

弥み

・
小
澤
更さ
ら

紗さ

・
林
葉
月(

子
持
中
３

年)

、
石
北
捺な
つ

衣き

・
後
藤
遥は
る

香か(

同
３
年)

、
島

田
菜な

那な

瀬せ

・
牧
道
子(

同
３
年)

(

広
報
情
報
課)

　

こ
の
コ
ン
ク
ー
ル
は
、
永
遠
の
平
和
と
心

豊
か
な
生
活
を
願
い
、
市
民
へ
の
平
和
啓
発

を
目
的
に
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

入
賞
し
た
作
品
は
、
11
月
４
日
㈬
〜
９
日

㈪
ま
で
渋
川
総
合
病
院
で
展
示
さ
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
作
文
は
、
10
月
15
日
に
開
催
さ
れ

た
市
戦
没
者
追
悼
式
で
最
優
秀
賞
な
ど
の
受

賞
者
に
よ
る
朗
読
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

統
計
グ
ラ
フ
コ
ン
ク
ー
ル

平
和
推
進
啓
発
ポ
ス
タ
ー
・
作
文

↖

統計グラフコンクール
〈第１部最優秀賞〉

田中優希奈さん(古巻小２年)

統計グラフコンクール
〈第３部最優秀賞〉

丸橋史歩さん(古巻小５年)

統計グラフコンクール
〈第２部最優秀賞〉

小菅くるみさん(渋川南小４年)
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―――――入賞おめ 

ポスター・作文コン 

　

市
選
挙
管
理
委
員
会
で
は
、
明
る
い
選
挙

を
推
進
す
る
た
め
の
啓
発
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク

ー
ル
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
今
年
度
は
市
内

の
小
・
中
学
生
か
ら
２
０
４
点
の
応
募
が
あ

り
、
次
の
皆
さ
ん
が
入
賞
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
こ
の
入
賞
作
品
は
、
県
の
コ
ン
ク

ー
ル
に
出
品
さ
れ
ま
し
た
。

◆
部
門
別
入
賞
者(

敬
称
略)

【
小
学
校
の
部
】

▽
優
秀
賞
＝
奥
泉
鈴れ

い(

伊
香
保
小
６
年)

、
小

池
麻ま

愛お(

同
６
年)

、
永
井
柚ゆ

ず

菜な(

同
６
年)

、

柴
田
真
奈(

渋
川
北
小
５
年)

、
田
村
亮
太(

同

５
年)

、
遠
藤
涼
華(

同
６
年)

、
髙
梨
夏か

菜な

(

橘
小
４
年)
、
仲
澤
結ゆ

絵え(

同
６
年)

、
竹
之

内
都(

長
尾
小
５
年)
、
押
江
奈
津
美(

中
郷

小
５
年)

【
中
学
校
の
部
】

▽
優
秀
賞
＝
諸
田
わ
か
な(
赤
城
北
中
３
年)

、

綿
貫
祐ゆ

加か

里り(

子
持
中
１
年)

、
山
田
成
美(

同

３
年)

、
松
田
直
樹(

渋
川
中
１
年)
、
安
カ
川

真
美(

同
３
年)

、
飯
島
優
衣(

古
巻
中
１
年)
、

茂
木
大
地(

同
１
年)

、
中
沢
仁(

同
２
年)
、

原
澤
良
輔(

同
２
年)

、
野
口
翔
太(

同
３
年)

（
市
選
挙
管
理
委
員
会
・
行
政
課
内
）

◆
部
門
別
受
賞
者(

敬
称
略
）

【
ポ
ス
タ
ー
】

▽
最
優
秀
賞
＝
堀
口
紗さ

弥や(

渋
川
中
３
年)　

▽
優
秀
賞
＝
堀
口
水み

ず

穂ほ(

渋
川
北
中
３
年)

、

宮
崎
貴た

か

大ひ
ろ(

同
３
年)

、
佐
藤
裕
美
子(

子
持
中

３
年
）　

▽
佳
作
＝
小
山
亜
理
沙(

渋
川
中
３

年)
、
榎
千ち

翔か(

同
１
年)

、
髙
橋
由
衣(

同

１
年)
、
登
坂
沙
英
子(

同
１
年
）、
中
島
満

里
奈(

渋
川
北
中
３
年
）、
藤
見
沙
紀(

同
３

年
）、
奈
良
場
玲れ

美み

佳か(

金
島
中
３
年
）、
前

田
智さ

と

美み(

伊
香
保
中
３
年
）、
宮
代
夏
実(

同

３
年
）、
玉
木
愛あ

海み(
子
持
中
３
年
）、
後
藤

瑞
穂(

同
１
年)

、
星
野
莉り

那な(

赤
城
南
中
１

年
）、
堤
遼(

赤
城
北
中
３
年
）

【
作
文
】

▽
最
優
秀
賞
＝
宮
下
南(

長
尾
小
６
年)　

▽
優
秀
賞
＝
伊
藤
麻ま

文あ
や(

渋
川
北
小
５
年
）、

山
本
亜あ

海み(

同
５
年)

、
千
明
瑞み

ず

紀き(

長
尾
小

６
年)　

▽
佳
作
＝
上
村
美
琴(

渋
川
北
小
５

年
）、
都
所
奈
那(

同
５
年
）、
清
村
の
ぞ
み

(

同
６
年
）、
永
井
優
里
奈(

同
６
年
）、
天

野
玲(

金
島
小
５
年
）、村
山
涼り

ょ
う
き希(

同
５
年)

、

庄
司
冴さ

恵え

佳か(

同
６
年)

、
横
坂
萌も

え

乃の(

古
巻

小
６
年
）、
飯
塚
凛(

豊
秋
小
５
年
）、
中
嶋

瑠る

音の
ん(

同
５
年)

、
二
宮
優ゆ

う

菜な(

同
６
年
）、
外

丸
麻ま

綾あ
や(

渋
川
西
小
５
年)

、
竹
井
咲さ

都と(

同
６

年
）、
根
木
苑そ

の

美み(

同
６
年)

、
宮
﨑
航

わ
た
る(

同

６
年
）、
穴
澤
佳か

子こ(

小
野
上
小
６
年
）、
八

髙
葵

あ
お
い(

中
郷
小
５
年)

、
千
木
良
嘉よ

し

哉や(

三

原
田
小
５
年
）、
栗
原
秀
平(

同
６
年
）、
永

井
み
ら
乃(

刀
川
小
６
年)

、
諸
田
有
美
香

(

同
６
年)

、
髙
橋
さ
く
ら(

橘
小
６
年
）、

田
中
く
る
み(

橘
北
小
６
年)

(

企
画
課)

選
挙
啓
発
ポ
ス
タ
ー

↖

平和推進啓発ポスター
〈最優秀賞〉

堀口紗弥さん(渋川中３年)

統計グラフコンクール
〈第４部最優秀賞〉

生方美穂さん・梅田里穂さん・
新藤仁奈さん(子持中２年)

○統計グラフコンクール
　広報情報課(☎㉒2320)
○平和推進ポスター・作文
　企画課(☎㉒2396)
○選挙啓発ポスター
　市選挙管理委員会事務局
　(☎㉒2111・内線4211)　
来年度も皆さんからの作品を募
集予定です。たくさんの力作を
お待ちしています！

問い合わせ先
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守り育て未来につなぐ守り育て未来につなぐ
　　　　私たちの環境　　　　私たちの環境 8

環
境
基
本
計
画
の
推
進　

そ
の
２

第
１
回
『
市
民
活
動
に

触
れ
て
み
よ
う
』

　

市
内
で
活
躍
す
る
２
組
の
市
民

団
体
を
講
師
に
迎
え
て
開
催
。

「
Ｎエ

ヌ

Ｐピ
ー

Ｏオ
ー

法
人
渋
川
広
域
も
の
づ
く

り
協
議
会
」
か
ら
グ
リ
ー
ン
カ
ー

テ
ン
の
普
及
に
つ
い
て
、「
宮
田
ほ

た
る
の
里
を
守
る
会
」
か
ら
は
ホ

タ
ル
保
護
活
動
の
様
子
を
紹
介
し

て
も
ら
い
ま
し
た
。

第
２
回
『
身
近
な
資
源
を

考
え
る
』

　

環
境
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
の
片
亀
光

さ
ん
を
講
師
に
迎
え
、
地
球
温
暖

化
の
原
因
と
影
響
、
省
エ
ネ
の
意

義
、
ご
み
の
減
量
化
、
地
産
地
消

の
取
り
組
み
に
つ
い
て
講
義
を
行

い
ま
し
た
。
ま
た
、
エ
コ
・
リ
ー

ダ
ー
「
環
境
か
け
い
ぼ
班
」
が
、

環
境
か
け
い
ぼ
の
つ
け
方
の
指
導

を
行
い
ま
し
た
。

第
３
回
『
渋
川
の
湧
水
を

訪
ね
て
』

　

エ
コ
・
リ
ー
ダ
ー
「
湧ゆ

う

水す
い

班
」

を
案
内
役
に
、
市
内
４
カ
所
の
湧

水
地
を
巡
り
ま
し
た
。
現
地
見
学

を
し
な
が
ら
、
湧
水
を
保
全
す
る

方
法
な
ど
を
、
受
講
者
が
自
ら
考

え
、
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
開
催
す
る
講
座

　

今
年
度
第
４
回
、
第
５
回
の
講

座
を
左
表
の
と
お
り
行
い
ま
す
。

　

受
講
を
希
望
す
る
人
は
、
環
境

課(

☎
㉒
２
１
１
４)

に
問
い
合

わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

　市民環境大学は、環境

に関する市民意識の高揚

を図り、地域の環境保全

の先導役となる環境市民

を育成するために、平成

14年度から開講している

講座です。今年度のテー

マは「環境基本計画の推

進」。今回は、これまで

に開催した３回の講座の

様子と、これから行われ

る講座の紹介をします。

「市民環境大学」
次は12月６日に開催

今後の市民環境大学開催日程

回 期日 時間 場所 内容

12月６日
㈰

午後１時
30分
～４時30
分

◆環境企業の育成
　～先進的な取組を知ろう～
①講義「渋川の環境」、「市内企
業の取組紹介」
②ワークショップ「環境企業
を育もう」

平成22年
２月７日
㈰

◆緑の利活用
　～渋川の緑を守る～
①講義「緑を守る活動」
②ワークショップ「渋川の環
境を守る」

　

市
で
は
、
家
庭
で
取
り
組
む
地

球
温
暖
化
対
策
を
促
進
す
る
た
め
、

渋
川
版
「
環
境
か
け
い
ぼ
」
の
取

組
成
果
が
優
秀
で
あ
っ
た
世
帯
を
、

９
月
27
日
に
行
わ
れ
た
「
環
境
ま

つ
り
」の
会
場
で
表
彰
し
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
６
カ
月
コ
ー
ス
で
２

家
族
、
12
カ
月
コ
ー
ス
で
16
家
族

の
代
表
者
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

「
環
境
か
け
い
ぼ
」

優
秀
世
帯
の
表
彰

　
「
環
境
か
け
い
ぼ
」
は
、
各
家

庭
で
簡
単
に
で
き
る
地
球
温
暖
化

対
策
の
取
組
で
す
。
今
か
ら
す
ぐ

に
始
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ぜ

ひ
、
今
日
か
ら
取
り
組
ん
で
み
て

く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
家
計
簿
は
、
環
境
課
お

よ
び
各
総
合
支
所
市
民
福
祉
課
に

あ
り
ま
す
。 

(

環
境
課) 表彰される世帯の人

第
４
回

第
５
回

市
役
所
本
庁
舎 

大
会
議
室

第２回の講座の様子第２回の講座の様子



４つの基本目標
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隔月連載

隔月連載

が
ん
ば
っ
て
ま
す
！
消
防
団  

シ
リ
ー
ズ
第
４
回

市消防団の秋季点検／訓練で統制された動きを披露

　私たちが暮らす渋川市の
施策や方針を決めるために、
さまざまな委員会や審議会
などが設置されています。
　市では、このような委員
会に多くの市民に参加して
もらう、市民と協働したま
ちづくりを進めています。
　現在、それら多くの委員

会などの参加者は、男性が
中心になっているのが実情
です。しかし、行政の方針
を決定する場に、女性が関
わっていくことで、今まで
注意が払われてこなかった
ことや、意外な視点に気付
くことがあります。さまざ
まな分野に、男性と女性が

バランスよく加わることが
地域の活性化につながって
いくのです。
　市では、男性も女性も地
域の担い手になれる“ほっ
と”な市を目指し、委員会
などで積極的に女性が参画
できるように、登用を推進
するだけでなく、女性を対

象とした講座を開催するな
ど、地域で活躍する女性を
育成・支援しています。
　また、女性人材リストを
作成し、市政をはじめとす
る多くの分野で女性が自ら
の経験や能力を発揮できる
環境づくりに努めています。
　　　　　　(市民生活課)

男性も女性も地域の担い手になれるまちに

　市消防団の秋季点検が、10月４日に子持

ふれあい公園で行われました。

　これは、市長が点検者となり、消防団員の

日ごろの活動の成果として、各種訓練の様子

や姿勢・服装について点検を行うものです。

　各種訓練の点検では、団員による小隊訓練、

ポンプ操法訓練、分列行進を行い、市長をは

じめ多数の来賓者の前で、的確・迅速で、統

制された動きを披露しました。

　また、今年３月に消防団を退職した人たち

への感謝状と、永年にわたり顕著な消防活動

を行ってきた団員に表彰状を贈る式典が行わ

れ、延べ244人が表彰を受けました。

　そのほかに、渋川広域消防署によるドクタ

ーヘリ合同訓練展示が行われました。

（行政課）

輝輝 くく 明明 日日 にに 向向 けけ てて 男女共同参画 10

市長から姿勢・服装の点検を受ける団員市長から姿勢・服装の点検を受ける団員

①
男
女
平
等
意
識
の
高
揚
と
人
権
尊
重

　

男
女
の
人
権
が
大
切
に
さ
れ
る
ま
ち
に
し
ま
し
ょ
う

②
家
庭
に
お
け
る
男
女
共
同
参
画
の
促
進

　

未
来
の
人
づ
く
り
と
健
康
づ
く
り
の
も
と
と
な
る
家
庭
を
応
援

　

す
る
ま
ち
に
し
ま
し
ょ
う

③
地
域
社
会
に
お
け
る
男
女
共
同
参
画
の
推
進

　

誰
も
が
地
域
の
担
い
手
に
な
れ
る
〝
ほ
っ
と
〞
な
ま
ち
に
し
ま

　

し
ょ
う

④
就
業
に
お
け
る
男
女
共
同
参
画
の
推
進

　

男
女
が
対
等
な
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て
働
く
ま
ち
に
し
ま
し
ょ
う

平成21年秋季全国火災予防運動
11月９日(月)～15日(日）

｢消えるまで ゆっくり火の元 にらめっ子｣
(平成21年度全国統一防火標語)

　これからの季節は、空気が乾燥し、火
災が起こりやすくなります。火災を起こ
さないよう一人ひとりが火の取り扱いに
十分注意しましょう。



フ
ォ
ト

フ
ォ
ト  

ト
ピ
ッ
ク
ス

ト
ピ
ッ
ク
ス
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子持中学校で創立40周年記念講演会
障害を乗り越え世界で活躍する青木先輩の話に聞き入る

　子持中学校卒業生の青木拓磨さ

んを講師に「子持中創立40周年

記念講演会」が10月16日に開催

されました。オートバイのレーサ

ーだった青木さんは、練習中の事

故で下半身不随となり、レーサー

を引退。その後、手だけで操作で

きる自動車に乗り、海外のラリー

選手権で活躍中です。生徒は、障

害を乗り越え挑戦し続ける精神を

学びました。

お礼の言葉を述べる生徒代表、講師の青木拓磨さん(右上)

南雲小学校のヒメギフチョウ保護活動
モロコシ山で親子が蝶の安心して生息できる環境を保全

自作の看板を丁寧に設
置(左)　作業開始前に
看板のお披露目をする
児童たち(右上)　山で
の下草刈り(右下)

　南雲小学校は、10月18日にモロコシ山で同校の「父親クラブ」
を中心にヒメギフチョウの生息地を保全するために下草刈りを実施。
児童は、保護を呼びかける自作の看板を立てました。また、同校は、
長年にわたる保護活動が評価され、今年７月に京都で行われた「緑
の少年団全国大会」で、「みどりの奨励賞」を受賞しました。



Photo Topics
Photo Topics
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小野上温泉センターで「ひとり暮らし高齢者保養事業」
食事や入浴、脳を活性化する手遊びなどで楽しいひととき

　市内のひとり暮らし高齢者を、

各地区ごとに集めて行っている保

養事業が、10月13日に小野上温

泉センターで行われました。参加

した小野上地区の14人は、談笑

しながらの食事や温泉入浴を楽し

んだ後で、保健師の指導による認

知症予防に効果的な手遊びを体

験。「簡単そうで難しい」と言い

ながら、夢中で遊びに興じていま

した。

楽しい手遊びで笑顔がこぼれる

北橘地区のたちばなの郷公園で「縄文まつり」
235人が火おこしや鹿狩りなどで縄文のくらしを実感

竪穴式住居内で鹿肉を
焼き試食(左)　火おこ
しをする参加者(右上)
ダミーのシカを用いて
行われた鹿狩り体験
(右下)

　北橘地区のたちばなの郷
さと

公園で、10月17日「第10回縄文まつり」
が開催され、訪れた235人が火おこしや鹿狩りなどの体験イベン
トで、縄文のくらしを実感。まつりは、イベントを通じて文化財を
身近に感じてもらおうと実行委員会が開いたものです。参加者は、
振る舞われた鹿肉をほおばりながら古代に思いをはせていました。
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□本庁舎・第二庁舎　☎22-2111

BOXBOXくらしのくらしの
ぼ っ く すぼ っ く す情報情報

お
知
ら
せ

お
知
ら
せ

徳
冨
蘆
花
追
悼
お
茶
会

徳
冨
蘆
花
記
念
文
学
館

 

☎
72
２
２
３
７

と
き　

11
月
18
日
㈬
午
前
10
時
〜

午
後
３
時

と
こ
ろ　

徳と
く

冨と
み

蘆ろ

花か

記
念
文
学
館

内
容　

静せ
い

翠す
い

会か
い

の
皆
さ
ん
に
よ
る

お
茶
会(
和
菓
子
付
き)

参
加
料　

５
０
０
円

参
加
方
法　

当
日
会
場
へ

上
三
原
田
歌
舞
伎
舞
台

操
作
公
開
お
よ
び
公
演

文
化
財
保
護
課 

☎
52
２
１
０
２

と
き　

11
月
22
日
㈰
午
前
９
時

と
こ
ろ　

上
三
原
田
歌か

舞ぶ

伎き

舞
台

内
容　

国
指
定
重
要
有
形
民
俗
文

化
財
で
あ
る
上
三
原
田
の
歌
舞
伎

舞
台
で
、
舞
台
操
作
の
公
開
と
歌

舞
伎
の
公
演
を
行
い
ま
す

演
目
・
出
演　

▽「
弁べ

ん

天て
ん

娘
む
す
め

女め

男お
の

白し
ら

波な
み

」
稲い

な

瀬せ

川が
わ

勢せ
い

揃ぞ
ろ

い
の
場
・
赤

城
南
中
学
校　

▽「
菅す

が

原わ
ら

傳で
ん

授じ
ゅ

手て
な
ら
い
か
が
み

習
鑑
」
増ぞ

う

補ほ

松ま
つ

王お
う

下し
も

屋や

敷し
き

・
渋

川
子
ど
も
歌
舞
伎　

▽「
鎌か

ま

倉く
ら

三さ
ん

代だ
い

記き

」
七
段
目
三
浦
別
れ
の
段
・

赤
城
古
典
芸
能
部
ほ
か

入
場
料　

無
料

赤
城
歴
史
資
料
館

館
長
講
座　
　
　

文
化
財
保
護
課 

☎
52
２
１
０
２

と
き　

11
月
28
日
㈯
午
前
10
時
30

分
〜
正
午

と
こ
ろ　

赤
城
歴
史
資
料
館(

赤

城
町
勝
保
沢)

内
容　

万
葉
集

－

上か
み

野つ
け

の
歌

－

対
象
者　

万
葉
集
に
興
味
の
あ
る

人講
師　

長
谷
川
福
次(

文
化
財
保

護
課
長)

参
加
料　

無
料

参
加
方
法　

当
日
会
場
へ

市
民
総
合
文
化
祭

演
技
発
表
会　
　

生
涯
学
習
課 

☎
㉒
２
５
０
０

　

入
場
は
、い
ず
れ
も
無
料
で
す
。

民
謡
・
民
舞
発
表
会

と
き　

11
月
21
日
㈯
午
前
10
時
〜

午
後
４
時

と
こ
ろ　

市
民
会
館
大
ホ
ー
ル

ダ
ン
ス
発
表
会

と
き　

11
月
21
日
㈯
午
後
０
時
30

分
〜
４
時
30
分

と
こ
ろ　

市
民
会
館
小
ホ
ー
ル

歌
謡
発
表
会

と
き　

11
月
22
日
㈰
午
前
９
時
15

分
〜
午
後
５
時

と
こ
ろ　

北
橘
公
民
館
ホ
ー
ル

募　

集

募　

集

２
日
間
で
習
得

「
パ
ソ
コ
ン
で
年
賀
状
講
座
」

広
報
情
報
課 

☎
㉒
２
３
２
０

と
き　

11
月
26
日
㈭
、
27
日
㈮　

▽
午
前
の
部
＝
午
前
９
時
〜
正
午

▽
午
後
の
部
＝
午
後
１
時
30
分
〜

４
時
30
分

※
午
前
・
午
後
の
部
い
ず
れ
か
を

選
択
し
て
く
だ
さ
い
。

と
こ
ろ　

中
央
公
民
館

内
容　

年
賀
状
ソ
フ
ト
は
使
わ
ず

に
「
ワ
ー
ド
２
０
０
７
」
で
楽
し

み
な
が
ら
年
賀
状
を
作
り
ま
す

※
デ
ジ
カ
メ
の
写
真
を
簡
単
に
パ

ソ
コ
ン
に
取
り
込
む
方
法
も
学
び

ま
す
。

対
象
者　

マ
ウ
ス
操
作
と
文
字
入

力
が
で
き
る
人

※
各
部
と
も
２
日
間
受
講
で
き
る

人
。

定
員　

各
部
20
人(

超
え
た
場
合

は
抽
せ
ん)

参
加
料　

無
料

申
込
方
法　

電
話
で
広
報
情
報
課

へ申
込
期
限　

11
月
13
日
㈮
午
後
５

時お
正
月
飾
り
づ
く
り
教
室

文
化
財
保
護
課 

☎
52
２
１
０
２

と
き　

12
月
13
日
㈰
午
前
９
時
〜

正
午

と
こ
ろ　

北
橘
歴
史
資
料
館
伝
承

学
習
室

内
容　

稲
わ
ら
を
使
っ
て
、
大
正

月
飾
り(

お
顔
が
く
し
な
ど)

を

作
り
ま
す

講
師　

今
井
權ご

ん

一い
ち

郎ろ
う

さ
ん(

北
橘

町
真
壁)

定
員　

▽
中
学
生
以
上
の
部
＝
10

人　

▽
小
学
生
と
そ
の
保
護
者
の

部
＝
５
組
10
人

※
各
部
と
も
定
員
を
超
え
た
場
合

は
抽
せ
ん
。

参
加
料　

無
料

持
参
す
る
も
の　

せ
ん
定
ば
さ
み
、

切
り
出
し
ナ
イ
フ(

カ
ッ
タ
ー
ナ

イ
フ
可)

、
半
紙
２
〜
３
枚

申
込
方
法　

電
話
か
直
接
北
橘
歴

史
資
料
館(

☎
52
４
０
９
４)

へ

申
込
期
間　

11
月
21
日
㈯
〜
29
日

㈰

歌舞伎舞台の操作の様子歌舞伎舞台の操作の様子



スポーツ指導者研修会
オリンピックと私
～夢は実現する～

　市体育協会では、次のとおり
「スポーツ指導者研修会」を開
催します。
とき　11月20日(金)午後６
時30分
ところ　市役所本庁舎大会議室
内容　「オリンピックと私～夢
は実現する～」
講師　高野純一さん(トリノオ
リンピックスピードスケートス
ターター)
対象者　市内のスポーツ団体指
導者および一般市民
定員　100人(先着順)　
参加料　無料
申込・問い合わせ先　電話で体
育課(☎㉒2104)へ　
申込期限　11月17日(火)
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□伊香保総合支所 ☎72-3155
□小野上総合支所 ☎59-2111
□子持総合支所 ☎24-1211

各総合支所の電話番号

□赤城総合支所 ☎56-2211
□北橘総合支所 ☎52-2111

ス
ポ
ー
ツ

ス
ポ
ー
ツ

市
民
家
庭
ス
ポ
ー
ツ
の
日

体
育
課 

☎
㉒
２
１
０
４

　

11
月
の
市
民
家
庭
ス
ポ
ー
ツ
の

日(

毎
月
第
２
日
曜
日)

は
、
市

民
体
育
館
を
無
料
開
放
し
ま
す
。

と
き　

11
月
８
日
㈰
午
前
10
時
〜

午
後
３
時

※
当
日
は
、
体
育
指
導
委
員
２
人

が
、
利
用
者
の
要
望
に
よ
り
、
指

導
・
助
言
を
行
い
ま
す
。

「
渋
川
い
き
い
き
健
康
ス
ポ

ー
ツ
ク
ラ
ブ
」教
室
紹
介

体
育
課 

☎
㉒
２
１
０
４

　

い
ず
れ
も
申
込
・
問
い
合
わ
せ

先
は
、
渋
川
い
き
い
き
健
康
ス
ポ

ー
ツ
ク
ラ
ブ
小
松
秀ひ

で

司じ

さ
ん(

☎

㉔
０
１
２
０)

へ
。

〈
親
子
ス
ポ
ー
ツ
教
室
〉

と
き　

11
月
13
日
㈮
〜
12
月
11
日

㈮
ま
で
の
毎
週
金
曜
日
午
後
７
時

〜
８
時(

計
５
回)

と
こ
ろ　

渋
川
中
学
校
体
育
館

内
容　

親
子
で
ス
ポ
ー
ツ
や
ゲ
ー

ム
を
楽
し
み
な
が
ら
健
康
づ
く
り

対
象
者　

市
内
の
幼
児
、
小
学
生

と
保
護
者

定
員　

20
組(

先
着
順
・
き
ょ
う

だ
い
複
数
参
加
可)

参
加
料　

５
０
０
円(

保
険
料
な

ど)持
参
す
る
も
の　

う
わ
ば
き

〈
マ
ウ
ン
テ
ン
バ
イ
ク(

Ｍエ
ム

Ｔ
テ
ィ
ー

Ｂビ
ー)

教
室
〉

と
き　

11
月
８
日
㈰
午
前
８
時
〜

正
午

と
こ
ろ　

渋
川
い
き
い
き
健
康
ス

ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
ハ
ウ
ス(

渋
川
／

辰

巳
町)

内
容　

市
郊
外
の
林
道
で
オ
フ
ロ

ー
ド
の
走
り
方
や
マ
ウ
ン
テ
ン
バ

イ
ク
の
扱
い
方
の
指
導
を
し
ま
す

対
象
者　

市
内
の
中
学
生
以
上
の

男
女

定
員　

10
人(

先
着
順)

参
加
料　

５
０
０
円(

保
険
料
な

ど)持
参
す
る
も
の　

マ
ウ
ン
テ
ン
バ

イ
ク
、
ヘ
ル
メ
ッ
ト
、
手
袋

公
民
館

公
民
館

レ
ッ
ツ
★
キ
ッ
ズ
★
ク
ッ
キ
ン
グ

渋
川
公
民
館 

☎
㉒
０
９
９
９

と
き　

11
月
15
日
㈰
午
前
９
時
30

分
〜
正
午

と
こ
ろ　

渋
川
公
民
館(

第
二
庁

舎)内
容　

フ
ラ
イ
パ
ン
を
使
っ
て
、

ピ
ザ
を
作
り
ま
す

講
師　

服
部
信
子
さ
ん(

有
馬)

対
象
者　

小
学
生

定
員　

15
人(

超
え
た
場
合
は
抽

せ
ん)

参
加
料　

３
０
０
円(

材
料
費
・

11
月
13
日
㈮
ま
で
に
窓
口
へ)

持
参
す
る
も
の　

エ
プ
ロ
ン
、
三

角
き
ん
、
ハ
ン
ド
タ
オ
ル

申
込
方
法　

電
話
か
窓
口
へ

申
込
期
間　

11
月
９
日
㈪
〜
11
日

㈬
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時

(

11
日
㈬
は
正
午
ま
で)

ス
テ
ン
シ
ル
で
あ
そ
ぶ

渋
川
公
民
館 

☎
㉒
０
９
９
９自由に絵柄を付けます

と
き　

11
月
29
日
㈰
午
前
９
時
30

分
〜
正
午

と
こ
ろ　

渋
川
公
民
館(

第
二
庁

舎)内
容　

ス
テ
ン
シ
ル(

絵
柄
を
切

り
抜
い
た
型
紙)

を
使
っ
て
、
自

由
に
絵
柄
を
付
け
た
オ
リ
ジ
ナ
ル

エ
コ
バ
ッ
グ
を
作
り
ま
す

講
師　

平
石
春
江
さ
ん(

渋
川
／

南

町)対
象
者　

小
学
生

定
員　

18
人(

超
え
た
場
合
は
抽

せ
ん)

参
加
料　

３
０
０
円(

材
料
費
・

11
月
25
日
㈬
ま
で
に
窓
口
へ)

持
参
す
る
も
の　

筆
記
用
具

申
込
方
法　

電
話
か
窓
口
へ

申
込
期
間　

11
月
10
日
㈫
〜
12
日

㈭
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時

(

12
日
㈭
は
正
午
ま
で)
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創
作
・
鏡
も
ち

渋
川
公
民
館 

☎
㉒
０
９
９
９

と
き　

12
月
１
日
㈫
午
後
１
時
〜

４
時

と
こ
ろ　

渋
川
公
民
館(

第
二
庁

舎)内
容　

樹
脂
粘
土
を
使
っ
て
、
卓

上
お
正
月
飾
り
を
作
り
ま
す

講
師　

奥
泉
幸さ

ち

子こ

さ
ん(

前
橋
市)

定
員　

16
人(
超
え
た
場
合
は
抽

せ
ん)

参
加
料　

１
、０
０
０
円(

材
料
費

・
11
月
25
日
㈬
ま
で
に
窓
口
へ)

持
参
す
る
も
の　

筆
記
用
具

申
込
方
法　

電
話
か
窓
口
へ

申
込
期
間　

11
月
11
日
㈬
〜
13
日

㈮
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時

(

13
日
㈮
は
正
午
ま
で)

親
子
で
リ
フ
レ
ク
ソ
ロ
ジ
ー

渋
川
東
部
公
民
館
☎
㉒
４
３
２
１

と
き　

11
月
25
日
㈬
、
12
月
９
日

㈬
午
前
10
時
30
分
〜
11
時
30
分

と
こ
ろ　

渋
川
東
部
公
民
館(

中

央
公
民
館
内)

内
容　

歌
を
歌
い
な
が
ら
子
ど
も

の
足
裏
を
や
さ
し
く
刺
激
し
て
ス

キ
ン
シ
ッ
プ
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
を
図
り
ま
す

講
師　

藤
井
典
子
さ
ん(

石
原)

対
象
者　

３
歳
か
ら
就
学
前
の
幼

児
と
保
護
者

定
員　

10
組(

超
え
た
場
合
は
抽

せ
ん)

参
加
料　

無
料

持
参
す
る
も
の　

バ
ス
タ
オ
ル
、

飲
み
物

申
込
方
法　

電
話
か
窓
口
へ

申
込
期
間　

11
月
10
日
㈫
〜
12
日

㈭
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時

プ
リ
テ
ィ
ク
リ
ス
マ
ス

渋
川
東
部
公
民
館
☎
㉒
４
３
２
１

と
き　

11
月
20
日
㈮
午
前
10
時
〜

正
午

と
こ
ろ　

渋
川
東
部
公
民
館(

中

央
公
民
館
内)

内
容　

プ
リ
ザ
ー
ブ
ド
フ
ラ
ワ
ー

(
生
花
を
特
殊
加
工
し
た
も
の)

で
ク
リ
ス
マ
ス
飾
り
を
作
り
ま
す

講
師　

板
倉
み
ゆ
き
さ
ん(

金
井)

定
員　

20
人(
超
え
た
場
合
は
抽

せ
ん)

参
加
料　

２
、０
０
０
円(

材
料
費

・
11
月
18
日
㈬
ま
で
に
窓
口
へ)

持
参
す
る
も
の　

は
さ
み

申
込
方
法　

電
話
か
窓
口
へ

申
込
期
間　

11
月
９
日
㈪
〜
11
日

㈬
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時

晩
秋
の
史
跡
散
策

渋
川
東
部
公
民
館
☎
㉒
４
３
２
１

と
き　

11
月
24
日
㈫
午
前
９
時
〜

正
午

集
合
場
所　

中
央
公
民
館
ロ
ビ
ー

交
通
手
段　

市
マ
イ
ク
ロ
バ
ス

内
容　

雙そ
う

林り
ん

寺じ

や
白
井
宿
を
訪
ね

郷
土
の
歴
史
を
学
び
ま
す

講
師　

金
井
好よ

し

彌や

さ
ん(

白
井)

定
員　

18
人(

超
え
た
場
合
は
抽

せ
ん)

参
加
料　

無
料

申
込
方
法　

電
話
か
窓
口
へ

申
込
期
間　

11
月
10
日
㈫
〜
12
日

㈭
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時

福　

祉

福　

祉

渋
川
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

か
ら
の
お
知
ら
せ

渋
川
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

 

☎
㉓
１
７
６
５

〈
ふ
れ
あ
い
浴
場
〉

と
き　

11
月
22
日
㈰

↖

かわいらしいクリスマス飾りですかわいらしいクリスマス飾りです



11月15日から狩猟解禁
～山に入るときは注意してください～

　11月15日(日)から来年２月15日(月)
までの間、狩猟が解禁になります(赤城地
区・北橘地区についてはシカのみ２月28
日(日)まで)。期間中に山などに入る場合
は、十分注意し、目立つ服装で狩猟者に注
意を促すようご協力をお願いします。
　なお、解禁日から約一週間と休日は、多
くの狩猟者が狩りをします。特に注意して
ください。
　詳しくは、農林課(☎㉒2593)へ。

税を考える週間／11月11日～17日税を考える週間／11月11日～17日
　国税庁では、毎年11月11日から17日を「税を考
える週間」と定めています。
◆今年度のテーマ　「Ｉ

アイティー

Ｔ化・国際化と税」
　これまで国税庁が取り組んできたＩＴ化・国際
化に関する諸施策を紹介します。また、本年度の
重点広報項目である「ｅ

イー

－Ｔ
タ ツ ク ス

ａｘの周知および利用
促進」に向けた情報を提供していきます。
◆問い合わせ先　高崎税務署(☎027－322－4711)
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□伊香保総合支所 ☎72-3155
□小野上総合支所 ☎59-2111
□子持総合支所 ☎24-1211

各総合支所の電話番号

□赤城総合支所 ☎56-2211
□北橘総合支所 ☎52-2111

内
容　

渋
川
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

内
浴
場
の
無
料
開
放(

市
民
の
み)

〈
無
料
巡
回
バ
ス
の
運
行
〉

と
き　

毎
週
日
曜
日

コ
ー
ス　

午
前
９
時
15
分
金
島
駅

発
、
９
時
50
分
ス
カ
イ
テ
ル
メ
渋

川
、
10
時
15
分
渋
川
老
人
福
祉
セ

ン
タ
ー
着
。
帰
り
は
午
後
２
時
セ

ン
タ
ー
発

〈
健
康
相
談
〉

と
き　

11
月
５
日
㈭
午
後
１
時
30

分と
こ
ろ　

渋
川
老
人
福
祉
セ
ン
タ

ー医
師　

塚
越
秀
男
さ
ん(
渋
川
／

御

陰)

〈
12
月
の
休
館
日
〉

７
日
㈪
、
14
日
㈪
、
21
日
㈪
、
24

日
㈭
、
28
日
㈪
、
29
日
㈫
、
30
日

㈬
、
31
日
㈭

図
書
館

図
書
館

萌
え
の
子
お
は
な
し
会

市
立
図
書
館 

☎
㉒
０
６
４
４

と
き　

11
月
21
日
㈯
午
後
２
時

と
こ
ろ　

１
階
こ
ど
も
文
庫

内
容　

▽
絵
本
＝
「
お
星
さ
ま
を

た
べ
た
タ
ヌ
キ
の
ポ
ン
タ
」「
こ

ろ
わ
ん
と
し
ろ
い
く
も
」「
さ
っ

き
は
ご
め
ん
ね
」

入
場
料　

無
料

映
画
鑑
賞
会

市
立
図
書
館 

☎
㉒
０
６
４
４

と
き　

11
月
22
日
㈰
午
後
２
時

と
こ
ろ　

２
階
視
聴
覚
室

内
容　
「
棚
の
隅
」(

監
督
：
門
井

肇
／

主
演
：
大
杉
漣
／

２
０
０
６
年

・
日
本
映
画)

入
場
料　

無
料

「
古
典
講
座
」

市
立
図
書
館 

☎
㉒
０
６
４
４

と
き　

11
月
14
日
㈯
午
後
２
時
〜

３
時
30
分

と
こ
ろ　

２
階
大
会
議
室

内
容　

万
葉
集
を
読
む(

初
級
程

度)講
師　

見
城
文
男
さ
ん(

市
読
書

グ
ル
ー
プ
連
絡
協
議
会
会
長)

申
込
方
法　

電
話
か
窓
口
へ

申
込
期
間　

11
月
５
日
㈭
〜
13
日

㈮
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

参
加
料　

無
料

子
ど
も
映
画
会

市
立
図
書
館 

☎
㉒
０
６
４
４

と
き　

11
月
14
日
㈯
午
後
２
時

と
こ
ろ　

２
階
視
聴
覚
室

内
容　
「
ア
リ
バ
バ
と
四
十
に
ん

の
盗
賊
」「
こ
び
と
と
い
も
む
し
」

「
ハ
イ
ジ
」

入
場
料　

無
料

▽
交
通
安
全
啓
発
グ
ッ
ズ
４
０
０

個
＝
小
林
ノ
ブ
さ
ん(

八
木
原)

▽
ア
ル
ミ
製
車
い
す(

背
折
れ
タ

イ
プ)

１
台
＝
太
刀
川
勇
さ
ん

(

渋
川
／

坂
下
町)

▽
金
５
万
３
、
１
０
５
円
＝
上
州

物
産
館(
渋
川
／

明
保
野)

↖
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講座
第
23
回

こ
こ
ろ
の
県
民
講
座

●
と
き　

12
月
19
日
㈯
午
後
２
時

〜
３
時
30
分(

午
後
１
時
開
場)　

●
と
こ
ろ　

群
馬
会
館(

前
橋
市

大
手
町)  

●
内
容  

「
眠
れ
て
い
ま

す
か
？
〜
心
地
よ
い
睡
眠
を
取
り

戻
す
た
め
に
〜
」　

●
講
師　

樋

口
輝
彦(
国
立
精
神
・
神
経
セ
ン
タ

ー
総
長)  
●
対
象
者  

一
般
県
民
、

保
健
・
医
療
・
福
祉
・
教
育
関
係
者

●
定
員　

４
０
０
人(
先
着
順)　

●
参
加
料  

無
料  
●
申
込
・
問
い

合
わ
せ
先　

は
が
き
、
フ
ァ
ッ
ク

ス
ま
た
は
電
子
申
請
で
参
加
者
の

住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
明
記
し
、

県
こ
こ
ろ
の
健
康
セ
ン
タ
ー(

〒

３
７
９

－

２
１
６
６
・
前
橋
市
野
中

町
３
６
８
・
☎
０
２
７

－

２
６
３

－

１
１
６
６
・

０
２
７

－

２
６

１

－
９
９
１
２)

へ
。　

●
申
込
期

間　

11
月
13
日
㈮
〜
12
月
10
日
㈭

賃金
必
ず
チ
ェ
ッ
ク

最
低
賃
金

　

県
最
低
賃
金
が
10
月
４
日
か
ら

時
間
額
６
７
６
円
に
改
正
さ
れ
ま

し
た
。
こ
の
額
は
、
臨
時
な
ど
を

除
き
、
県
内
の
事
業
所
で
働
く
す

べ
て
の
労
働
者
と
使
用
者
に
適
用

さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
特
定
の
製
造

業
に
は
、
特
定(

産
業
別)

最
低
賃

金
が
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
群
馬
労
働
局
労
働

基
準
部
賃
金
室(

☎
０
２
７

－

２
１

０

－

５
０
０
５)

募集
自
衛
隊
学
生
募
集

●
募
集
種
目　

陸
上
自
衛
隊
高
等

工
科
学
校
学
生　

●
受
験
資
格　

中
学
校
卒
業(

見
込
含
む)

15
歳
以

上
17
歳
未
満
の
男
子　

●
受
付
期

間　

11
月
１
日
㈰
〜
平
成
22
年
１

月
８
日
㈮　

●
試
験
日　

平
成
22

年
１
月
23
日
㈯　

●
問
い
合
わ
せ

先　

前
橋
募
集
案
内
所(

☎
０
２

７

－

２
３
３

－

８
９
６
０)

へ

納税
所
得
税
の
予
定
納
税

(
第
２
期
分)

　

予
定
納
税
は
、
前
年
分
の
確
定

申
告
に
基
づ
き
計
算
し
た
「
予
定

納
税
基
準
額
」
が
15
万
円
以
上
で

あ
る
場
合
に
、
原
則
そ
の
３
分
の

１
相
当
額
を
そ
れ
ぞ
れ
７
月
と
11

月
に
納
め
て
い
た
だ
く
制
度
で
す
。

　

予
定
納
税
が
必
要
な
人
に
は
、

税
務
署
か
ら
「
予
定
納
税
額
の
通

知
書
」
が
送
付
さ
れ
て
い
ま
す
。

納
付
に
は
便
利
な
振
替
納
税
を
利

用
し
て
く
だ
さ
い
。

●
第
２
期
分
納
期
限　

11
月
30
日
㈪

〈
予
定
納
税
額
の
減
額
申
請
〉

　

廃
業
や
災
害
な
ど
の
理
由
に
よ

り
、
10
月
31
日
現
在
の
状
況
で
、

平
成
21
年
分
の
見
積
り
税
額
が
、

予
定
納
税
基
準
額
よ
り
少
な
く
な

る
と
見
込
ま
れ
る
場
合
に
申
請
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。　

●
申
請
方
法　

予
定
納
税
額
の
減

額
申
請
書
を
税
務
署
に
提
出　

●
申
込
期
限　

11
月
16
日
㈪

●
問
い
合
わ
せ
先　

高
崎
税
務
署

(

☎
０
２
７

－

３
２
２

－

４
７
１
１)

縦覧
環
境
影
響
評
価
事
後

調
査
報
告
書
の
縦
覧

　

東
京
電
力
㈱
が
実
施
す
る
「
西

上
武
幹
線
新
設
工
事
事
業
」
の
う

ち
、
市
内
金
井(

南
平)

か
ら
高
崎

市
箕
郷
町
ま
で
の
区
間
が
完
了
し

ま
し
た
。
こ
の
た
め
、
県
環
境
影
響

評
価
条
例
に
基
づ
き
、
当
該
工
事

の
環
境
影
響
評
価
事
後
調
査
報
告

書
の
縦
覧
を
行
い
ま
す
。

●
期
間　

11
月
16
日
㈪
〜
12
月
15

日
㈫
午
前
９
時
〜
午
後
５
時(

土

・
日
曜
日
、祝
日
を
除
く)  

●
と
こ

ろ  
市
環
境
課
、東
京
電
力
㈱
渋
川

支
社
、
県
渋
川
森
林
事
務
所
ほ
か

●
問
い
合
わ
せ
先　

東
京
電
力
㈱

送
変
電
建
設
セ
ン
タ
ー
中
幹
建
替

西
毛
事
務
所(

☎
０
２
７

－

３
３

０

－

１
８
１
１)

講演
渋
川
北
群
馬
地
区

学
校
保
健
会
講
演
会

●
と
き　

11
月
25
日
㈬
午
後
２
時

〜
４
時(

午
後
１
時
30
分
受
付)　

●
と
こ
ろ　

金
島
ふ
れ
あ
い
セ
ン

タ
ー　

●
内
容　

ア
レ
ル
ギ
ー
疾

患
と
教
育
現
場
で
の
管
理
に
つ
い

て
の
講
演　

●
講
師　

荒
川
浩
一

さ
ん(

群
馬
大
学
大
学
院
教
授)

●
入
場
料　

無
料　

●
問
い
合
わ

せ
先　

渋
川
北
群
馬
地
区
学
校
保

健
会
事
務
局(

☎
㉒
２
１
２
１)

教室
秋
の
太
極
拳
体
験
教
室

●
と
き　

11
月
12
日
㈭
〜
12
月
24

日
㈭
の
毎
週
木
曜
日
午
前
10
時
〜

11
時
30
分(

計
７
回)  

●
と
こ
ろ

市
武
道
館　

●
講
師　

書
上
久
美

子
さ
ん
・
高
橋
も
と
江
さ
ん(

日
本

武
術
太
極
拳
連
盟
Ｂビ

ー

級
指
導
員)　

●
参
加
料　

無
料　

●
持
参
す
る

も
の　

運
動
の
で
き
る
服
装
、
上

履
き  

●
申
込
方
法  

当
日
直
接
会

場
へ  

●
問
い
合
わ
せ
先  

市
ス
ポ

レ
ク
協
会
渋
川
太
極
拳
ク
ラ
ブ
高

橋
も
と
江
さ
ん
宅(

☎
㉔
２
１
７
１)



　市食改推(渋川地区)では、メタボリ
ックシンドローム予防をテーマにした
「健康アップ料理教室」を開催します。
　内臓脂肪の蓄積による肥満に加え、
高血圧、高血糖、高脂血症のうち、２
つ以上に該当していると「メタボリック
シンドローム(内臓脂肪症候群)」と判
定されます。メタボリックシンドロー
ムは、動脈硬化を進行させ、脳卒中や
心疾患を発症する危険性を高めます。
　早期からメタボリックシンドローム
を予防し、健康な毎日を送るために、
食生活を見直してみませんか。
とき　12月11日(金)午前９時30分～
午後１時ごろ(受付は午前９時～９時
30分)
ところ　渋川ほっとプラザ２階調理室
内容　メタボリックシンドロームを予
防する食生活の講話と油を減らしても
おいしい食事の調理実習
対象者　市内在住・在勤で健康に関心
がある人
定員　30人(先着順)
参加料　300円(材料費・当日集めます)
持参するもの　エプロン、三角きん、
筆記用具
申込方法　電話か直接渋川保健センタ
ー(☎㉕1321)または各地区の食生活
改善推進員へ
申込期間　11月５日(木)～30日(月)

健康アップ料理教室
メタボリックシンドロームに
正しい食生活でサヨナラを！

　市では、在宅で介護を行っている人などを対象
にした「家族介護教室」を開催します。
とき　12月５日(土)午後１時～３時
ところ　在宅介護支援センターしぶかわ(介護老
人保健施設ほくもう敷地内・渋川/坂下町)
内容　福祉用具の展示・説明、冬期の栄養管理に
関する講話、交流会
対象者　在宅で介護を行っている人、介護に関心
のある人

定員　15人(先着順)
参加料　無料
持参するもの　筆記用具
申込方法　電話か直接在宅介護支援センターしぶ
かわ(☎㉚2077・担当：高橋)へ
申込期限　11月27日(金)
その他　この事業に40歳以上の人が参加すると、
元気ポイントを１ポイント差し上げます
 (高齢対策課)

家族介護教室のご案内／12月５日に開催
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11
月
開
催
の
健
康
料
理
教
室

骨
コ
ツ
健
康
料
理
と

男
性
の
健
康
料
理
教
室
の
２
種
類

日
程
は
４
日
間
／
会
場
は
５
カ
所

　

市
食
生
活
改
善
推
進
員
連
絡
協
議

会(

食
改
推)

で
は
、
11
月
に
２
種
類

の
健
康
料
理
教
室
を
開
催
し
ま
す
。

　

申
し
込
み
は
、
電
話
か
直
接
渋
川

保
健
セ
ン
タ
ー(

☎
㉕
１
３
２
１)
ま

た
は
各
地
区
の
食
生
活
改
善
推
進
員

へ
。

〈
骨こ

つ

コ
ツ
健
康
料
理
教
室
〉

期
日
・
と
こ
ろ
・
申
込
期
間　

▽
11

月
17
日
㈫
＝
小
野
上
保
健
セ
ン
タ
ー

(

11
月
４
日
㊌
〜
11
日
㊌)　

▽
11
月

24
日
㈫
＝
伊
香
保
保
健
福
祉
セ
ン
タ

ー(

11
月
４
日
㊌
〜
13
日
㊎)　

▽
11

月
30
日
㈪
＝
北
橘
保
健
セ
ン
タ
ー

(

11
月
４
日
㊌
〜
20
日
㊎)

時
間　

各
日
と
も
午
前
９
時
〜
午
後

１
時
ご
ろ(

受
付
は
午
前
９
時
〜
９

時
30
分)

内
容　
「
乳
製
品
を
使
っ
て
カ
ル
シ

ウ
ム
摂
取
量
を
ア
ッ
プ
さ
せ
よ
う
！
」

を
テ
ー
マ
に
し
た
、
骨
を
丈
夫
に
保

つ
食
生
活
に
関
し
て
の
講
話
と
乳
製

品
を
使
用
し
た
調
理
の
実
習

対
象
者　

市
内
在
住
・
在
勤
で
健
康

に
関
心
が
あ
る
人

定
員　

各
日
30
人(
先
着
順)

参
加
料　

３
０
０
円(

材
料
費
・
当
日

集
め
ま
す)

持
参
す
る
も
の　

エ
プ
ロ
ン
、
三
角

き
ん
、
筆
記
用
具

〈
男
性
の
健
康
料
理
教
室
〉

と
き　

11
月
18
日
㈬
午
前
９
時
30
分

〜
午
後
１
時
ご
ろ(

受
付
は
午
前
９

時
〜
９
時
30
分)

と
こ
ろ　

子
持
保
健
セ
ン
タ
ー
お
よ

び
赤
城
保
健
セ
ン
タ
ー(

２
会
場
同

時
開
催)

内
容　

栄
養
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
食

事
の
講
話
と
簡
単
な
調
理
の
実
習

対
象
者　

市
内
在
住
・
在
勤
の
男
性

で
調
理
に
関
心
が
あ
る
人

定
員　

各
会
場
20
人(

先
着
順)

参
加
料　

３
０
０
円(

材
料
費
・
当

日
集
め
ま
す)

持
参
す
る
も
の　

エ
プ
ロ
ン
、
三
角

き
ん
、
筆
記
用
具

申
込
期
間　

11
月
４
日
㈬
〜
12
日
㈭



リハビリテーション科　水・金曜日午後　予約制
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各
種
健（
検
）診
の
受
診
は
お
済
み
で
す
か

わ
か
ば
健
康
診
査
を
休
日
に
実
施

11
月
最
終
の
土
・
日
曜
日
に
休
日
健(

検)

診
を
実
施

希
望
者
は
電
話
で
予
約
し
て
く
だ
さ
い

　

今
年
度
、
市
が
実
施
し
て
い
る
各

種
健(

検)

診(

国
保
特
定
健
診
、
後
期

　

毎
月
１
回
実
施
し
て
い
る
「
わ
か

ば
健
康
診
査
」
を
、
特
定
健
診
な
ど

の
休
日
健
診
日
と
合
わ
せ
て
、
休
日

に
実
施
し
ま
す
。

　

わ
か
ば
健
康
診
査
を
ま
だ
受
診
し

て
い
な
い
人
で
、
平
日
に
受
診
で
き

な
い
場
合
は
、
ぜ
ひ
、
休
日
実
施
日

に
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
休
日
の
受
診
を
受
け
る
に

は
、
事
前
に
電
話
に
よ
る
予
約
が
必

要
で
す
。

と
き　

11
月
28
日
㈯
・
29
日
㈰(

受

付
時
間
は
午
前
９
時
30
分
〜
11
時)

と
こ
ろ　

渋
川
保
健
セ
ン
タ
ー

持
参
す
る
も
の　

わ
か
ば
健
診
受
診

票
、
個
人
負
担
金
５
０
０
円
、
健
康

手
帳(
持
っ
て
い
る
人)

予
約
方
法　

電
話
で
渋
川
保
健
セ
ン

タ
ー(

☎
㉕
１
３
２
１)

へ

そ
の
他　

新
た
に
わ
か
ば
健
康
診
査

の
受
診
を
希
望
す
る
人
は
、
渋
川
保

健
セ
ン
タ
ー
へ
連
絡
し
て
く
だ
さ
い

 
(

健
康
管
理
課)

今
年
度
の
最
終
実
施
日
は
11
月
29
日

健
康
管
理
の
た
め
に
忘
れ
ず
に
受
診
を

11
月
28
日
と
29
日
の
２
日
間

場
所
は
渋
川
保
健
セ
ン
タ
ー

高
齢
者
健
診
、
胃
が
ん
検
診
、
大
腸

が
ん
検
診
、
前
立
せ
ん
が
ん
検
診)

の

検
診
日
は
、
11
月
29
日
㈰
ま
で
と
な

っ
て
い
ま
す(

11
月
の
実
施
日
程
は

左
表
の
と
お
り)

。

　

対
象
地
区
で
の
実
施
日
に
受
診
で

き
な
か
っ
た
人
は
、
都
合
の
良
い
日

に
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

　

平
日
に
受
診
で
き
な
い
人
は
、
28

日
㈯
、
29
日
㈰
に
実
施
す
る
休
日
健

(

検)

診
が
受

け
ら
れ
ま
す
。

休
日
健(

検)

診
を
希
望
す

る
人
は
、
事

前
に
渋
川
保

健
セ
ン
タ
ー

(

☎
㉕
１
３

２
１)

へ
電
話
し
て
、
予
約
し

て
く
だ
さ
い
。

※
65
歳
以
上
の
国
保
特
定
健
診

と
後
期
高
齢
者
健
診
は
、
11
月

30
日
㈪
ま
で
指
定
医
療
機
関
で

受
診
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

な
お
、
受
診
の
際
に
は
、
受

診
票
、
保
険
証
、
個
人
負
担
金

な
ど
が
必
要
で
す
。詳
し
く
は
、

５
月
上
旬
か
ら
８
月
上
旬
の
間

に
郵
送
し
た
受
診
票
と
案
内
書

で
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
市
で
の
受
診
を
希
望

し
た
人
で
、
受
診
票
な
ど
が
届

い
て
い
な
い
場
合
は
、
渋
川
保

健
セ
ン
タ
ー
へ
連
絡
し
て
く
だ

さ
い
。

 
(

保
険
年
金
課)

各種健(検)診日程表
（11月開催）
日　程 ところ
２日㈪　

渋
川
保
健
セ
ン
タ
ー

４日㈬　
５日㈭　
６日㈮　
９日㈪　
12日㈭　
13日㈮　
16日㈪　
18日㈬　
19日㈭　
20日㈮　
24日㈫　
25日㈬　
28日㈯※
29日㈰※

※28日と29日は要予約。

「わかば健康診査」今後の開催日程
日程 受付時間 ところ

11月26日㈭
午前９時30分～11時 北橘保健センター
午後１時30分～３時

渋川保健センター

11月28日㈯
午前９時30分～11時

11月29日㈰

12月10日㈭
午前９時30分～11時
午後１時30分～３時

１月28日㈭
午前９時30分～11時２月17日㈬

３月19日㈮



診療受付時間のご案内／
整形外科　火・木曜日　午前８時30分～11時、午後１時～３時

市立渋川総合病院

☎22ｰ4111
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健康の道しるべ

健

康

管

理

課

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の

ワ
ク
チ
ン
接
種
に
つ
い
て

　

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ
ン
の

接
種
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ
ン
の

接
種
は
、
死
亡
者
や
重
症
者
の
発
生
を

で
き
る
だ
け
減
ら
す
こ
と
を
目
的
と
し

て
い
ま
す
。
し
か
し
、
現
状
で
は
、
供

給
で
き
る
ワ
ク
チ
ン
の
量
に
限
り
が
あ

る
こ
と
か
ら
、
国
が
医
学
的
な
知
見
な

ど
に
基
づ
い
て
ワ
ク
チ
ン
の
優
先
接
種

対
象
者
の
順
番
を
決
定
し
、
接
種
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
を
設
定
し
ま
し
た(

下
図
参

照)

。
今
後
は
重
症
化
な
ど
の
危
険
性

の
高
い
人
か
ら
希
望
者
に
対
し
て
優
先

的
に
ワ
ク
チ
ン
接
種
が
受
け
ら
れ
る
よ

う
に
な
り
ま
す
。

　

接
種
費
用
は
、
接
種
者
本
人
ま
た
は

そ
の
保
護
者
が
医
療
機
関
へ
支
払
い
ま

す
。
２
回
接
種
の
場
合
６
、
１
５
０
円

で
す
。
な
お
、
優
先
接
種
者
で
生
活
保

護
世
帯
・
市
民
税
非
課
税
世
帯
に
属
す

る
人
は
接
種
料
金
が
免
除
に
な
る
見
込

み
で
す
。
免
除
手
続
き
な
ど
は
、
次
回

の
「
広
報
し
ぶ
か

わ
」
や
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
お
知
ら

せ
し
ま
す
。
接
種

し
た
際
の
領
収
書

な
ど
は
保
管
し
て

お
い
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
市
で
は

市
内
の
ど
の
医
療

機
関
で
い
つ
か
ら

接
種
が
で
き
る
か

に
つ
い
て
関
係
機

関
と
調
整
中
で
す
。

調
整
の
結
果
は
、

決
ま
り
次
第
「
広

報
し
ぶ
か
わ
」
や

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
お
知
ら
せ
し
ま

す
。

　

詳
し
く
は
、渋
川

保
健
セ
ン
タ
ー(

☎

㉕
１
３
２
１)

へ
。

接種スケジュールの目安

優
先
接
種
対
象
者(

丸
数
字
は
優
先
番
号
）

そ
の
他

10月 11月 12月 １月 ２月 ３月

①医療従事者

②妊婦

②基礎疾患を有する人（医師の判断で優先の人）

②基礎疾患（その他）

③幼児（１歳～就学前）

③小学校低学年（１～３年生）

④１歳未満児などの保護者

小学校高学年（４～６年生）

中学生、高校生、高齢者に順次接種



R e l a x a t i o n  S q u a r e
や す ら ぎ の 広 場

フォト
しぶかわ

屋外芸術の探訪　vol.７
美術作品紹介

　子持社会体育館の中庭に設置されたこの作品は、同
じような形をしたものが二つ、少しずらした台の上に
置かれています。なめらかに磨かれた表面と、４本の
足のようなもの、裏面の中央には丸い突起があります。
風の中で農作業をする人をイメージしているようにも
見えます。
　作者は子持地区生まれの彫刻家で、現在は、東京に
アトリエを構え、石を使った抽象的な作品を多く制作
しています。

　このコーナーでは、皆さんが撮影した季節感のある風景や催し物などの写真(特定
の人物を中心にしているものは除く)を掲載します。写真１枚にタイトルと撮影場所、
撮影日、住所、氏名、電話番号を明記して広報情報課(〒377-8501・石原80・
kouhou@city.shibukawa.gunma.jp)へ。

表紙の写真　台風一過の晴天に恵まれた10月９日、こもち幼稚園の園児
たちがリンゴ狩りを楽しみました。赤く実ったたくさんのリンゴの中か
ら自分で選んだ一つを手にした子どもたち。この後すぐに、もぎたてリ
ンゴをほおばって、秋の味覚のおいしさに思わず笑顔になりました。

うぶごえ（９月生まれ)
男の子　21人
女の子　32人

広報しぶかわ 〒377-8501　群馬県渋川市石原80
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「風の風景」
作者：小渕　俊夫(おぶちとしお)

素材：御影石　高さ40㎝

【そば畑】
撮影場所：行幸田地内
撮影日：平成21年９月24日
撮影者：上條亜由美さん(伊香保町伊香保）


